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今号の
主な内容

NO.1778

8 1

7

8

種目

2

壮年男子の部(50歳以上)

3

4

壮年女子の部(50歳以上)

5

1 一般男子の部(50歳未満)

ハーフ
21.0975
km

種別番号 種 別 名距離

一般男子の部(50歳未満)

10km
一般女子の部(50歳未満)6

一般女子の部(50歳未満)

壮年男子の部(50歳以上)

壮年女子の部(50歳以上)

﹇
参
加
者
の
決
定
﹈抽
選
を
行
い
︑
結

果
は
�
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
︒
な

お
︑
エ
ン
ト
リ
ー
事
務
局
お
よ
び
実

行
委
員
会
事
務
局
へ
の
電
話
等
に
よ

る
申
込
応
募
状
況
と
抽
選
結
果
の
お

問
い
合
わ
せ
・
照
会
等
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

○
郵
便
払
込
に
よ
る
申
込
者

当
選
者
に
は
︑
参
加
料
を
払
い
込

む
﹁
郵
便
払
込
取
扱
票
﹂
を
︑
落
選

者
に
は
︑
は
が
き
を
郵
送

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
者

抽
選
結
果
を
メ
ー
ル
で
通
知

﹇
参
加
料
の
支
払
い
﹈
�
月
�
日︵
金
︶

ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑

期
日
ま
で
に
支
払
い
が
な
い
場
合
は
︑

当
選
は
無
効
と
な
り
ま
す
︒

○
郵
便
払
込
に
よ
る
当
選
者

郵
送
さ
れ
た
﹁
郵
便
払
込
取
扱

票
﹂
で
払
い
込
み
︵
払
込
手
数
料
は

自
己
負
担
︶︒

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
当
選
者

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
︑
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
決
済
の
い
ず
れ
か
を
選

択
し
支
払
い
︵
参
加
料
と
事
務
手
数

料
�
�
�
円
の
計
�
︑
�
�
�
円
︶︒

﹇
参
加
承
認
書
﹈

月
上
旬
に
は
が
き

11

ま
た
は
メ
ー
ル
で
通
知
し
ま
す
︒
11

月
�
日
︵
金
︶
ま
で
に
連
絡
が
な
い

場
合
は
︑
エ
ン
ト
リ
ー
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
︒
入
金
後
の
不
参
加

者
に
は
︑
参
加
料
お
よ
び
事
務
手
数

料
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
︒

﹇
そ
の
他
﹈大
会
要
項
に
健
康
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
︑

申
込
時
お
よ
び
当
日
出
走
前
に
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ

HP
ン
h
ttp
s:/
/
jtb
sp
o
rts.jp
/︵
携
帯

▢
h
ttp
:/
/
jtb
sp
o
rts.jp
/
m
/左

HP
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
で
き

ま
す
︶

﹇
参
加
申
込
に
関

す
る
問
合
先
﹈

江
東
シ
ー
サ
イ
ド

マ
ラ
ソ
ン
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
事
務
局

☎
�
�
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
江
東
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
︵
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
︶☎

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢時

月

日
︵
日
︶﹇
ス
タ
ー
ト
時

11

24

間
﹈ハ
ー
フ
：
午
前
�
時

分
︑

15

10

㎞
：
午
前
�
時

分
︵
雨
天
決
行
︶

45

﹇
距
離
・
コ
ー
ス
・
種
目
﹈別
表
の
と

お
り
︵
コ
ー
ス
走
路
図
参
照
︶
﹇
定

員
﹈
�
︑
�
�
�
人
︵
ハ
ー
フ
の
部
�
︑

�
�
�
人
︑

㎞
の
部
�
︑
�
�
�

10

人
︶

﹇
参
加
資
格
﹈国
籍
を
問
わ
ず
︑
平
成

年
�
月
�
日
現
在

歳
以
上
の
健

25

16

康
な
方
︒
ハ
ー
フ
の
部
は
�
時
間
30

分
以
内
︑

㎞
の
部
は
�
時
間

分

10

15

以
内
で
完
走
で
き
る
こ
と

▢費
�
︑

�
�
�
円
︵
プ
ロ
グ
ラ
ム
︑
成
績
記

録
一
覧
表
︑
保
険
料
を
含
む
︶
※
そ

の
ほ
か
事
務
手
数
料
�
�
�
円
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す

﹇
大
会
要
項
の
配
布
﹈ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
︵
区
役
所
�
階

番
︶︑
各
ス
ポ
ー

34

ツ
セ
ン
タ
ー
︑
出
張
所
等
※
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
﹇
表
彰
﹈江
東

区
長
賞
︵
ハ
ー
フ
の
一
般
男
女

位
30

ま
で
・
壮
年
男
女

位
ま
で
ほ
か
︶︑

15

特
別
賞
︒
全
員
に
参
加
賞
︑
完
走
者

に
は
記
録
証
を
贈
呈
︒
希
望
者
に
は

後
日
成
績
記
録
一
覧
表
を
送
付
﹇
主

催
﹈江
東
区
・
同
教
育
委
員
会
・
同
体

育
協
会
・
同
陸
上
競
技
協
会
・
江
東

シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委

員
会
・︵
公
財
︶
江
東
区
健
康
ス
ポ

ー
ツ
公
社
﹇
主
管
﹈江
東
区
陸
上
競
技

協
会

予
防
接
種
法
の
改
正
に
伴
い
︑
区

で
は
本
年
�
月
に
定
期
接
種
と
し
て
︑

中
学
�
年
生
の
女
子
に
対
し
て
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
通
知

を
行
い
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
報

告
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
︑
厚
生
労
働

省
は
�
月

日
付
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

14

の
積
極
的
勧
奨
を
行
わ
な
い
よ
う
全

国
の
自
治
体
に
勧
告
し
ま
し
た
︒
接

種
に
あ
た
っ
て
は
︑
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
と
リ
ス
ク
を
十
分
に
ご
理
解
い

た
だ
い
た
う
え
で
接
種
の
判
断
を
し

て
く
だ
さ
い
︒

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵
h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

s
tf/
s
h
in
g
i/
2
r9
8
5
2
0
0
0
0
0
3
4
k
b
t.

h
tm
l︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▲潮風の中を駆け抜けよう

区南部を駆け抜ける秋のビッグイベントにご協力

をお願いします［現金広告協賛(1口1万円以上)］口数

により協賛者様へのサービス内容が違います［物品

協賛］内容については、実行委員会と協議のうえ決

定しますので、ご希望に添えないことがあります。

詳細は、スポーツ振興課(区役所4階34番)、各スポ

ーツセンター等にある｢協賛企業等募集要項｣をご覧

ください。

▢問 江東シーサイドマラソン大会実行委員会事務局

(スポーツ振興課内)☎3647-4894

協賛企業等を募集協賛企業等を募集

［郵便払込による申込］8／5(月)〜9(金)に、

大会要項にある郵便払込取扱票に必要事

項を記入し、申込時事務手数料500円を

郵便局で払い込みください(払込手数料

は自己負担)※500円以外は入金しないよ

うご注意ください※郵便払込取扱票には

分かりやすくはっきりとした文字で記入

してください※｢住所｣｢氏名｣｢種別番号｣

｢性別｣｢生年月日｣欄が無記入の場合や

｢生年月日｣｢大会当日年齢｣と｢種別番号｣

に相違がある場合は無効となりますので

ご注意ください。また、8／10(土)以降の

消印による申し込みの場合も無効となり

ますのでご注意ください※無効・落選の

場合も返金しません。

［インターネットによる申込］8／5(月)〜9

(金)17：00までにJTBスポーツステーシ

ョンからお申し込みください(携帯電話

からも申し込みできます)※｢申込時事務

手数料｣は不要。

江東シーサイドマラソン大会は、夢の島

競技場を発着点にハーフマラソンの部と

10㎞の部で行われる(公財)日本陸連公認大

会で、区南部を潮風に乗って走る江東区な

らではの大会です。今年も定員を超えた場

合は、江東区民の優先枠(5割)を設けたう

えで抽選により参加者を決定します。
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昭
和

年
�
月
�
日
か
ら

日
に

20

10

か
け
て
受
け
た
東
京
大
空
襲
で
︑
多

く
の
尊
い
生
命
を
失
っ
た
江
東
区
で

は
︑
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
区
民
の
皆
さ

ん
の
平
和
へ
の
強
い
願
い
と
真
摯
な

気
持
ち
を
込
め
︑
﹁
江
東
区
平
和
都

市
宣
言
﹂
を
昭
和

年

月

日
に

61

12

13

行
い
ま
し
た
︵
全
文
は
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
︶
︒

戦
後

年
余
が
経
過
し
︑
こ
う
し

60

た
悲
惨
な
体
験
を
知
ら
な
い
世
代
が

区
民
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
︒

区
で
は
︑
区
民
の
皆
さ
ん
が
あ
ら
た

め
て
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
︑
毎
年
︑
平
和
祈
念

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒
今

年
も
東
京
大
空
襲
の
写
真
︑
学
童
集

団
疎
開
を
し
た
こ
ど
も
た
ち
の
写
真

な
ど
を
展
示
し
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
江
東
図
書
館

の
﹁
学
童
集
団
疎
開
資
料
室
﹂は
改
修

工
事
の
た
め
︑
�
月

日
︵
水
︶ま
で

11

休
止
し
て
い
ま
す
︒

﹇
前
期
開
催
﹈
▢時
�
月
�
日
︵
木
︶

～

日
︵
木
︶
午
前
�
時

分
～
午

15

30

後
�
時

▢場
区
役
所
�
階
区
民
ホ
ー

ル﹇後
期
開
催
﹈
▢時
�
月

日
︵
土
︶

17

～

日
︵
金
︶
午
前
�
時
～
午
後
�

23
時
︵
最
終
日
は
午
後
�

時
ま
で
︶

▢場
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
展
示

ロ
ビ
ー
︵
大
島
	
︱

�
︱

�
︶

原
爆
死
没
者
の
慰
霊

な
ら
び
に
平
和
祈
念
の
黙
と
う

広
島
市
と
長
崎
市
で
は
︑
原
爆
死

没
者
の
め
い
福
と
世
界
恒
久
平
和
を

願
い
︑
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に

�
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
︒
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
︑
家
庭
や
職
場
お
よ
び
地
域

で
も
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
︒

﹇
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
﹈

○
広
島
＝
昭
和

年
�
月


日

20

午
前
�
時

分
15

○
長
崎
＝
昭
和

年
�
月
�
日

20

午
前

時
�
分

11

▢問
総
務
課
総
務
係

☎
(
�


	


)
	
�
�
�

原
爆
死
没
者
の
無
縁
遺
骨
名
簿

の
閲
覧

ま
だ
引
き
取
ら
れ
て
い
な
い
原
爆

死
没
者
の
遺
骨
の
う
ち
︑
氏
名
に
手

が
か
り
の
あ
る
遺
骨
の
名
簿
が
︑
広

島
・
長
崎
両
市
か
ら
届
い
て
い
ま
す
︒

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
広
報
広
聴
課
広
聴
相
談
係
︵
区

役
所
�
階

番
︶

22☎
(
�


	


)
�
�


	

江
東
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
﹁
あ

ん
し
ん
江
東
﹂
で
は
日
常
生
活
に
不

安
の
あ
る
高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る

方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
︑
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
各
種
相
談
は
︑

無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
相
談

福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
・
利
用

援
助
等
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
的

な
金
銭
管
理
が
一
人
で
は
困
難
な
方

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
平
成

年
度
現
況
届
を
次
の

25

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
︒
対
象
と
な

る
方
に
は
�
月
初
旬
に
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
の
で
︑
内
容
を
確
認
の
う

え
︑
必
要
事
項
を
記
入
し
︑
受
付
期

間
・
提
出
期
限
内
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
︒
現
況
届
の
提
出
が
な
い

と
︑

月
期
︵
�
月
～

月
分
︶
以

12

11

降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
︒ま

た
︑
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
か
ら
�
年
目
以
降
の
方
は
︑
一
部

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
と

各
種
証
明
書
類
の
提
出
も
必
要
で
す
︒

対
象
と
な
る
方
に
は


月
下
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
︒

こ
ち
ら
も
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
︑

必
要
事
項
を
記
入
し
︑
現
況
届
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒
一
部
支

給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
の
提

出
が
な
い
と
︑

月
期
以
降
の
手
当

12

額
が
�
分
の
�
に
減
額
さ
れ
ま
す
︒

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
を
現
在
受
給
中
の

方
は
︑
受
付
期
間
中
に
区
役
所
で
現

況
届
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

郵
送
で
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
︒
受

付
期
間
中
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
場

合
は
︑
�
月

日
︵
金
︶
ま
で
に
子

30

育
て
支
援
課
給
付
係
︵
区
役
所
�
階

番
︶
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

14
な
お
︑
窓
口
は
大
変
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
︒
お
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
さ
れ
ま
す
よ
う
︑

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

﹇
受
付
期
間
﹈
�
月
�
日
︵
金
︶
～
16

日
︵
金
︶
午
前
�
時
～
午
後
	
時
︵
土

・
日
曜
を
除
く
︶
▢場
区
役
所



階

第

会
議
室﹇
持
参
す
る
も
の
﹈①
児

72
童
扶
養
手
当
現
況
届
②
証
書
③
印
鑑

④
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書
⑤
一
部

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
と

該
当
す
る
証
明
書
類
⑥
平
成

年
�

25

月
�
日
以
降
江
東
区
に
転
入
さ
れ
た

方
は
︑
前
住
地
の
区
市
町
村
が
発
行

す
る
平
成

年
度
児
童
扶
養
手
当
用

25

課
税
︵
非
課
税
︶
証
明
書
⑦
そ
の
他
︑

同
封
の
お
知
ら
せ
で
指
定
し
た
も
の

︵
※
⑤
以
下
は
対
象
の
方
の
み
︶

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況

届
︵
現
況
届
︶
は
︑
郵
送
で
提
出
で

き
ま
す
︒
提
出
書
類
は
︑
各
受
給
者

あ
て
に
お
送
り
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒

﹇
提
出
期
限
﹈
�
月

日
︵
金
︶
必
着

30

▢問
子
育
て
支
援
課
給
付
係

☎
(
�


	


)
	


�
	

成
年
後
見
制
度
は
︑
認
知
症
︑
精

神
障
害
︑
知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
が
︑
財
産

管
理
や
日
常
生
活
で
の
契
約
な
ど
で

不
利
益
を
こ
う
む
っ
た
り
︑
悪
質
商

法
の
被
害
者
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
支
援
す
る
制
度
で
す
︒
裁
判
所

に
選
任
さ
れ
た
後
見
人
が
︑
本
人
の

法
的
代
理
と
な
っ
て
︑
本
人
の
権
利

と
財
産
を
守
り
ま
す
︒

区
で
は
︑
親
族
や
弁
護
士
等
の
専

門
職
以
外
で
︑
地
域
で
後
見
業
務
を

担
っ
て
い
た
だ
く
﹁
社
会
貢
献
型
後

見
人
﹂
の
候
補
者
を
都
・
江
東
区
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と
協
同
で
養
成
し

て
い
ま
す
︒
候
補
者
は
︑
は
じ
め
に

東
京
都
が
実
施
す
る
基
礎
講
習
︵
平

成

年
�
月
～
�
月
上
旬
�
日
間
程

26
度
︶
を
受
講
し
︑
そ
の
後
実
習
等
を

経
て
名
簿
登
録
と
な
り
ま
す
︒

基
礎
講
習
を
受
講
す
る
に
は
区
か

ら
の
推
薦
が
必
要
で
す
︒
区
で
は
受

講
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
の
で
︑

推
薦
を
希
望
す
る
方
は
申
込
の
う
え

必
ず
参
加
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月
�
日
︵
月
︶
午
後
�
時
～

	
時

分

▢場
区
役
所


階
第

会

30

73

議
室

▢人
区
内
で
後
見
業
務
に
か
か

わ
る
活
動
を
継
続
的
に
行
う
意
思
が

あ
り
︑
健
康
上
の
問
題
や
時
間
的
制

約
が
な
い
方

▢内
都
職
員
に
よ
る
説

明
︑
推
薦
申
込
書
︵
経
歴
書
・
作
文

用
紙
︶
の
配
付
※
申
込
書
を
後
日
提

出
し
て
も
ら
い
︑
区
で
選
考
の
う
え

都
へ
推
薦

▢締
�
月

日
︵
金
︶
消
印
有
効

23

▢申
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
②
年
齢

・
性
別
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話

番
号
を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所

135

8383

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
相
談
係
に
郵

送
ま
た
は
窓
口
︵
は
が
き
を
持
参
︶

で

☎
(
�


	


)
	
�
�
	

平
成

年
第
�
回
区
議
会
定
例
会

25

が
︑


月

日
か
ら


月

日
ま
で

11

12

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

32

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
江
東
区

立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
﹂
な
ど

議
案
が
審
議
さ
れ
︑

21

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
︒

な
お
︑
可
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
︒

○
条
例
案
件
︵


件
︶

﹁
江
東
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
﹂
な
ど

○
契
約
案
件
︵

件
︶

11

﹁
江
東
区
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
請
負
契
約
﹂
な
ど

○
そ
の
他
の
案
件
︵
�
件
︶

﹁
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
﹂

○
意
見
書
︵
�
件
︶

﹁
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
﹂
な
ど

※
本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�


	


)
�
�
	
�

第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

江
東
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

の
支
援
を
し
ま
す
︒
※
利
用
の
際
︑

サ
ー
ビ
ス
内
容
・
利
用
時
間
に
よ
り

利
用
料
が
必
要
で
す
︒

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

相
談
・
苦
情
相
談

権
利
侵
害
や
財
産
管
理
な
ど
専
門

的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
︒
ま
た
︑
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
上
の
苦
情
解
決
に

向
け
て
の
助
言
・
調
整
を
行
い
ま
す
︒

▢時
火
曜
午
後
�
時
～
	
時
︵
予
約

制
︶

成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
権
利

や
財
産
を
適
正
に
守
る
成
年
後
見
制

度
の
利
用
相
談
︑
講
習
会
の
開
催
を

行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
社
会
貢
献
型
後

見
人
養
成
支
援
︑
法
人
後
見
・
法
人

後
見
監
督
の
受
任
を
行
い
ま
す
︒

▢問
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
﹁
あ
ん
し

ん
江
東
﹂
︵
東
陽


︱

�
︱

高
齢

17

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
階
︶

☎
(
�


	


)
�


�
�

℻

(
�


�
�
)
�
�


�
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▢時
日
時
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場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

［区内共通商品券の使用はお早めに］江東区内共通商品券の使い残しはありませんか。まだお手元にある方は、早めにご使用ください。

▢問 江東区商店街振興組合連合会☎3645-1231、経済課商業振興係☎3647-9502

皆
さ
ん
︑
今
年
が
関
東
大
震
災
か

ら

年
目
だ
と
い
う
事
を
ご
存
じ
で

90
し
た
か
︒
本
区
は
こ
の
震
災
で
当
時

の
深
川
区
の
�
割
以
上
を
焼
失
す
る

な
ど
︑
区
内
全
域
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
︒
国
は
復
興
組
織
を
新

設
し
︑
ま
た
い
つ
か
起
き
る
で
あ
ろ

う
大
地
震
等
に
も
備
え
て
︑
区
内
で

も
大
規
模
な
区
画
整
理
を
実
施
し
ま

し
た
︒
こ
れ
が
現
在
の
碁
盤
の
目
の

よ
う
な
整
然
と
し
た
道
路
の
原
型
で

す
︒
ま
た
災
害
に
強
い
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
小
学
校
を
区
内
に
は
15

校
建
設
し
︑
こ
の
内
�
校
の
隣
地
に

は
︑
い
ざ
と
い
う
時
に
住
民
が
避
難

で
き
る
よ
う
に
と
小
公
園
を
配
置
し

ま
し
た
︒
復
興
小
学
校
︑
復
興
公
園

で
す
︒
隅
田
川
の
清
洲
橋
等
鉄
製
の

橋
も
復
興
事
業
の
一
環
で
す
︒
復
興

が
一
定
の
目
標
に
達
し
︑
復
興
祭
が

開
催
さ
れ
た
の
が
昭
和
�
年
︒
実
に

発
災
か
ら
�
年
を
要
し
ま
し
た
が
︑

こ
の
復
興
事
業
は
︑
今
も
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
︒

さ
て
︑
東
日
本
大
震
災
か
ら
�
年

半
近
く
が
経
ち
︑
皆
さ
ん
の
備
え
は

い
か
が
で
す
か
︒
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
で
す
︒
�
月
に
﹁
災
害
対
策
基

本
法
﹂
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
こ
に
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
責
務
と

し
て
︑
食
料
や
水
等
の
生
活
必
需
物

資
の
備
蓄
が
具
体
的
に
明
記
さ
れ
ま

し
た
︒
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
が
︑
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
︒
防
災
都
市
江
東
を
目
指
し
︑

区
も
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
ス
ピ
ー
ド

を
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

い
ざ
と
い
う
時
の
安
全
確
保
は
︑
ま

ず
は
自
分
自
身
で
身
を
守
る
﹁
自

助
﹂
︒
次
に
近
隣
の
助
け
合
い
﹁
共

助
﹂
が
大
切
で
す
︒
私
た
ち
行
政
も

区
民
の
皆
さ
ん
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
で
き
る
限
り
の
事
前
の
対
策
を

行
い
︑
力
を
合
わ
せ
て
発
災
時
の
被

害
を
最
小
に
抑
え
ま
し
ょ
う
︒
何
よ

り
も
一
番
大
切
な
命
を
守
る
の
で
す
︒

関
東
大
震
災
か
ら

年
目
の
夏
に
︑

90

改
め
て
強
く
思
っ
て
い
ま
す
︒

関
東
大
震
災
か
ら

年
目
の
夏
に

90

道
路
利
用
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

�
月
は
﹁
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
﹂

で
す
︒
こ
の
機
会
に
道
路
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

区
道
や
都
道
な
ど
の
公
道
は
︑
み

ん
な
が
使
う
公
共
の
場
で
す
︒
道
路

に
は
︑
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
身

近
で
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
︒
交

通
の
た
め
に
使
用
す
る
だ
け
で
は
な

く
︑
電
気
︑
ガ
ス
︑
上
下
水
道
な
ど

﹁
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
の
設
置
場
所
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
︒

道
路
を
広
く
︑
美
し
く
︑
安
全
に

利
用
す
る
た
め
に
︑
み
ん
な
で
﹁
ご

み
や
タ
バ
コ
を
捨
て
な
い
﹂
﹁
自
転

車
や
バ
イ
ク
を
放
置
し
な
い
﹂
﹁
勝

手
に
物
や
看
板
を
置
か
な
い
﹂
な
ど

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
︒

道
路
占
用
許
可
申
請

道
路
上
に
物
を
設
置
す
る
時
は
︑

道
路
法
に
基
づ
く
﹁
道
路
占
用
許
可

申
請
﹂
が
必
要
で
す
︒
﹁
道
路
占
用
﹂

と
は
︑
道
路
管
理
者
以
外
の
人
が
道

路
上
に
物
を
設
置
し
︑
そ
の
部
分
を

独
占
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
す
︒
路

面
だ
け
で
は
な
く
︑
道
路
の
上
空
や

地
中
に
物
を
設
置
す
る
場
合
も
︑
道

路
占
用
許
可
申
請
が
必
要
で
す
︒

﹁
道
路
占
用
許
可
﹂
の
対
象
と
な

る
主
な
物
件
は
︑
商
店
や
会
社
の
看

板
や
日
よ
け
︑
商
店
街
の
装
飾
灯
や

ア
ー
チ
︑
工
事
用
の
仮
設
足
場
・
仮

囲
い
な
ど
で
す
︒
こ
れ
ら
に
は
大
き

さ
や
高
さ
︑
占
用
面
積
な
ど
の
基
準

が
あ
り
︑
基
準
に
合
わ
な
い
物
件
は

道
路
上
に
は
出
せ
ま
せ
ん
︒
詳
細
は

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
道
路
課
道
路
占
用
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

広
告
物
を
掲
出
す
る
際
は
屋
外

広
告
物
許
可
の
ご
相
談
を
！

建
築
物
の
壁
面
︑
屋
上
ま
た
は
自

立
式
の
も
の
な
ど
︑
屋
外
に
広
告
物

を
設
置
さ
れ
る
方
は
︑
区
へ
の
許
可

申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

自
分
の
店
舗
名
︑
会
社
名
等
の
文
字

で
も
表
示
面
積
が

㎡
を
超
え
る
場

10

合
は
︑
許
可
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
︒

最
近
で
は
︑
地
震
や
台
風
等
の
災
害

時
に
お
け
る
広
告
物
の
安
全
性
に
つ

い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
︑
設
置

工
事
や
そ
の
後
の
管
理
が
適
切
に
行

わ
れ
な
い
と
︑
非
常
に
危
険
で
す
︒

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
基
準
が
条

例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
︑

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
管
理
課
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

街
の
景
観
を
損
な
う
屋
外
広
告

物
の
掲
出
等
は
や
め
ま
し
ょ
う

電
柱
や
街
路
灯
等
に
掲
出
さ
れ
て

い
る
違
法
な
広
告
物
︵
は
り
紙
等
︶

は
︑
街
の
景
観
を
損
ね
ま
す
︒
ま
た
︑

道
路
上
に
私
物
や
商
品
等
を
置
く
こ

と
は
︑
歩
行
者
等
の
通
行
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
︒

現
在
掲
出
ま
た
は
設
置
し
て
い
る

広
告
物
︑
私
物
等
の
所
有
者
の
方
は

自
主
的
に
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
施
設
保
全
課
監
察
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

働
く
親
の
家
庭
教
育
学
級

﹁
幼
い
子
と
暮
ら
す
﹂

幼
児
の
成
長
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
︑
親
の
役
割
を
学
び
ま
す
︒

▢人
区
内
在
住
の
幼
児
の
親
で
原
則

全
回
参
加
で
き
る
方

人
︵
抽
選
︶

25

▢内
﹁
働
き
な
が
ら
育
て
る
﹂﹁
や
っ

ぱ
り
体
が
基
本
で
す
﹂
▢師
吉
田
恭

子
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ス

テ
ム
代
表
︶
︑
神
山
潤
︵
東
京
ベ
イ
・

浦
安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー
長
︶
▢保

�
歳
�
ヶ
月
～
就
園
前
児
童

人
25

中
学
生
の
親
の
家
庭
教
育
学
級

﹁
思
春
期
の
娘
︑息
子
と
つ
き
あ
う
﹂

思
春
期
の
こ
ど
も
を
理
解
し
︑
同

じ
子
を
も
つ
親
同
士
で
話
し
合
い
な

が
ら
︑
学
び
ま
し
ょ
う
︒

▢人
区
内
在
住
︑
在
勤
の
中
学
生
の

親

人
︵
抽
選
︶
▢内
﹁
思
春
期
の
こ

25
こ
ろ
﹂
﹁
親
と
子
の
思
春
期
﹂
ほ
か

▢師
大
塚
隆
司
︵
﹁
思
春
期
の
子
が

待
っ
て
い
る
親
の
ひ
と
言
﹂
著
者
︶
︑

松
田
知
恵
︵
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶

※
い
ず
れ
も

▢時
�
月

日
・

月

14

10

日
・

月
�
日
・

月

日
の
午

12

11

12

14

前
�
時

分
～

時

分
︵
土
曜
全

45

11

30

�

回
︶
▢場
教
育
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽

�
︱

�
︱

�
︶
▢費
無
料

▢締
�
月

日
︵
月
︶
消
印
有
効

19

▢申
は
が
き
に
①
講
座
名
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
④

電
話
番
号
︑
﹁
働
く
親
の
家
庭
教
育

学
級
﹂
希
望
の
場
合
は
⑤
一
時
保
育

希
望
の
有
無
⑥
保
育
す
る
こ
ど
も
の

名
前
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・
生
年
月

日
︑
﹁
中
学
生
の
親
の
家
庭
教
育
学

級
﹂
希
望
の
場
合
は
⑤
こ
ど
も
の
学

年
・
性
別
を
記
入
し
︑
〒

︱

区

135

8383

役
所
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
社

会
教
育
担
当
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
江
東
区
民
健
康
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
す
︒
こ
の
調
査
は
︑

区
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
た
計
画
で
あ
る
﹁
江
東
区
健
康

プ
ラ
ン

﹂
お
よ
び
﹁
江
東
区
食
育

21

推
進
計
画
﹂
の
評
価
・
改
定
の
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
︑
現
在
の

計
画
の
も
と
で
は
平
成

年
と
平
成

14

年
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒
今
回

19の
調
査
は
�
回
目
で
︑
結
果
は
現
行

計
画
の
最
終
評
価
と
新
し
い
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま

す
︒

調
査
は
︑
対
象
を
一
般
区
民
�
︑

�
�
�
人
︑
中
学
・
高
校
生
�
︑
�
�

�
人
︑
乳
幼
児
・
小
学
生
�
�
�
人

の
�
階
層
に
分
け
︑
設
問
も
階
層
ご

と
に
設
定
し
て
い
ま
す
︒
方
法
は
︑

無
作
為
抽
出
に
よ
る
無
記
名
ア
ン
ケ

ー
ト
で
す
︒
対
象
と
な
っ
た
方
に
は

�
月
上
旬
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
︒

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
︑

回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
健
康
推
進
課
計
画
策
定
・
地
域

医
療
連
携
支
援
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▲地域の行事で活躍してみませ
んか

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
︑
地
域

行
事
な
ど
で
活
躍
し
︑
グ
ル
ー
プ
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
お
兄
さ
ん
︑

お
姉
さ
ん
の
こ
と
で
す
︒
講
習
会
で

は
宿
泊
研
修
や
班
活
動
な
ど
を
通
じ
︑

楽
し
み
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
や
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
︒

﹁
大
勢
の
人
の
前
で
話
せ
る
﹂﹁
自
分

で
考
え
て
行
動
で
き
る
﹂
な
ど
︑
人

間
と
し
て
の
成
長
に
も
役
立
ち
ま
す
︒

※
初
級
修
了
者
ま
た
は
︑
中
学
�
年

生
～
高
校
�
年
生
で
子
ど
も
会
の
推

薦
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
中
級
講

習
会
の
参
加
者
も
募
集
中
で
す
︒
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢時
�

月
�

日
～
平
成

年
�

月

26

日
の
主
に
日
曜
︵
全
�
回
︶
午
後

23�
時
～
�
時
︵
第
�
・
�
回
は
午
前

時
～
午
後
�
時
︶
※
宿
泊
研
修
除

10く

▢場
深
川
地
区
：
東
陽
区
民
館
ほ

か
︑
城
東
地
区
：
砂
町
小
学
校
ほ
か

▢人
区
内
在
学
・
在
住
の
小
学
�
年

生
～
中
学
�

年
生
ま
で

▢費
�
︑
�

�
�
円
︵
資
料
代
︑
宿
泊
研
修
参
加

費
等
︶
﹇
申
込
用
紙
配
布
場
所
﹈各
子

ど
も
会
︑
区
立
小
・
中
学
校
︑
青
少

年
セ
ン
タ
ー
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
可

▢締
�
月

日
︵
土
︶
必
着

31

▢申
申
込
用
紙
に
記
入
し
︑
〒

︱

136

亀
戸
�
︱

︱

青
少
年
セ
ン
タ

0071

41

16

ー
へ
郵
送
ま
た
は
窓
口
で
※
所
属
す

る
子
ど
も
会
や
区
内
小
・
中
学
校
へ

の
持
ち
込
み
も
可

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

［文化センター等施設自動抽選申込が開始］文化センター等の(公財)江東区文化コミュニティ財団が管理する施設の抽選方法が9月受付分からコンピュー
ターによる自動抽選になります(一部施設は対象外)。9／1(日)の施設抽選会はございませんのでご注意ください。詳細は財団情報紙「カルチャーナビ
KOTO」8月号(8／10(土)発行)をご覧ください▢問 (公財)江東区文化コミュニティ財団各施設

スポーツデーにお越しの方へ ☆上履きをお持ちください。☆夜間の中学生以下の利用は、必ず保護者が同伴してください。

江東区スポーツネット
10月のスポーツ施設（野球場・運動場・
テニス場）の利用申込

抽選受付期間 8／20(火)〜31(土)
抽選後の空き施設の申込 9／9(月)から受付
申込方法 利用者登録後、携帯電話、インター
ネット、または各スポーツセンターおよび区役
所1階にある利用者端末機で申し込みます。な
お、下記の日程は施設の整備・区民体育大会等
の開催により利用申込はできませんのでご注意
ください。

バドミントン
タイム
バドミントン

卓球

ミニバスケットボ
ール

卓球

バドミントン
中学生スポーツ支
援事業

バスケットボール
バドミントン

午前
9：00〜12：00

バレーボール
バドミントン

みんなでスポーツデー
第4土曜（8／24）

[利用料]1人400円、シニア・中学生以下100円

夜間
18：00〜21：30

午後
13：00〜17：00

ハンドボール教
室※申込は締め
切りました

卓球・各種武道

卓球

バスケットボ
ール
ミニバスケッ
トボール

バスケットボ
ール
バドミントン

深川スポーツ
センター
越中島1-2-18
☎3820-5881

スポーツ会館
北砂1-2-9
☎3649-1701

スポーツ施設名
問い合わせ先

バドミントン
卓球

卓球・トレーニング

バレーボール
バドミントン

卓球

卓球・各種武道・トレーニング

午前
9：00〜12：00

卓球・トレーニング

トレーニング

江東スポーツデー（区民無料公開日）
第2土曜（8／10）

※屋内プール・サウナ室は有料です。

深川北スポー
ツセンター
平野3-2-20
☎3820-8730

夜間
18：00〜21：30

東砂スポーツ
センター
東砂4-24-1
☎5606-3171

バドミントン

トレーニングは9：00〜21：50
ハンドボール
教室※申込は
締め切りまし
た

バドミントン
ミニバスケッ
トボール
バドミントン

ソフトテニス
バレーボール

卓球・各種武道・トレーニング・アスレチックルーム

ミニバスケッ
トボール
バスケットボ
ール

ソフトテニス

有明スポーツ
センター
有明2-3-5
☎3528-0191

亀戸スポーツ
センター
亀戸8-22-1
☎5609-9571

バドミントン
卓球

午後
13：00〜17：00

バドミントン

バレーボール
ビーチボール

トレーニング

バレーボール
バドミントン

バスケットボ
ール
バドミントン

※
�
月
の
﹁
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
﹂
は
︑
夏
休
み
期
間
中
の
た
め

お
休
み
し
ま
す
︒

次
回
は
︑
�
月

日︵
土
︶で
す
︒
種
目
な
ど
は
区
報
�
月
�
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︒ 14

こどもスポーツデー
第2土曜（8／10）の午前中は、
小中学生の無料公開日

全面荒川
砂町

テニス

全面

▢問 夢の島競技場内屋外スポーツ施設
事務所☎3522-0846

亀戸

5・6・13・14・20・
27 8〜16

新砂

5・6面

亀戸

日(10月分)

夢
の
島

時間施設・面番号

1・5・6・13・14・
20・26・27

5全面

全日26全面潮見

1・2面

全日

全日1・5・6・12〜14・
19・20・26・27

6

新砂

全日5

9〜16

全日14・
平日の月・水・金多目的広場

5全面

第二全面

第一全面

15・28 全日

全日27

全日

全日

ソフトボール
・

サッカー等

野球
・

ソフトボール

種目

平日・日曜・祝日東少年

屋外スポーツ施設休場日

8〜166・13・14・20・27

全日

介
護
関
連
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら

も
就
業
に
結
び
つ
か
な
い
方
や
︑
介

護
職
場
へ
の
復
職
を
検
討
し
て
い
る

方
等
を
対
象
に
︑
就
職
活
動
に
有
効

な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
と
︑
介
護
技
術

の
見
直
し
を
行
う
た
め
の
研
修
を
実

施
し
ま
す
︒
修
了
後
は
︑
区
内
介
護

事
業
所
を
中
心
に
仕
事
の
紹
介
と
就

職
後
の
定
着
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
︒
介
護
の
仕
事
へ
の
就
職
・
復
職

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
︑
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
月
)・

日
︵
火
)・

26

27

日
︵
木
)・

︵
金
︶︵
全
�
日
︶
※

29

30

�
日
単
位
で
も
受
講
可

▢場
︵
株
︶パ

ソ
ナ
本
部
ビ
ル
会
議
室
︵
千
代
田
区

大
手
町
�
︱

�
︱

�
︶
▢人
介
護
関

連
資
格
保
有
者
で
︑
介
護
事
業
所
へ

の
就
業
を
希
望
す
る
方

人
︵
申
込

20

順
︶
▢費
無
料

▢内
介
護
知
識
・
技
術
︑
面
接
対
策

等
の
研
修
修
了
後
︑
職
業
紹
介
等
の

就
業
に
向
け
た
支
援

﹇
説
明
会
﹈
�

月

日
︵
木
)
ま
た
は

22

日
︵
金
︶
午
前

時
～
※
受
講
者

23

10

は
で
き
る
限
り
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▢締
�
月

日
︵
水
︶

21

▢申
�
月
	
日
︵
月
︶
か
ら
電
話
で

︵
株
︶
パ
ソ
ナ

☎
�
�
�
�
(




�
)
	
�
�

▢問
福
祉
課
指
導
担
当

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
る
講
座
を
年
�
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
︒
第
�

回
の

﹁
江
戸
東
京
野
菜
編
﹂
で
は
︑
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
ベ
ラ
ン
ダ
で
野
菜
を
楽

し
く
育
て
る
方
法
を
学
び
な
が
ら
︑

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
︒

▢時
�
月
	
日
︵
木
)
・

日
︵
金
)

20

・

日
︵
月
︶
午
後
�
時
～
�
時

30

30

分
︵
全



回
︶
▢場
亀
戸
文
化
セ
ン

タ
ー
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶
▢人
区

19

内
在
住
で

歳
以
上
の
全
回
参
加
で

16

き
る
方

人
︵
抽
選
︶
▢費


︑
�
�

25

�

円
︵
材
料
費
等
︶
▢内
伝
統
野
菜

の
基
礎
知
識
と
育
て
方
︑
収
穫
し
た

野
菜
の
利
用
法
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
栽

培
の
コ
ツ
等
※
野
菜
の
苗
や
ポ
ッ
ト
︑

土
等
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す

▢師
御
倉
多
公
子
︵
園
芸
研
究
家
︶

▢保
�

歳
�

か
月
～
就
学
前
児
童

︵
無
料
・
申
込
時
要
予
約
︶

▢締
�
月

日
︵
水
︶
消
印
有
効

14

▢申
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
と
ふ
り

が
な
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

一
時
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
︑
こ

ど
も
の
氏
名
と
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
を
記
入
し
︑
〒

︱

区

135

8383

役
所
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係
へ
※
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

▢問
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

区
内
の
主
な
緑
道
や
公
園
を
中
心

に
︑

週
に
渡
っ
て
毎
回
違
う
コ
ー

12

ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
︑
ゲ

ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
話
題
の
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
り
ま
す
︒
ま
た
︑
ケ
ガ
を
し

な
い
た
め
の
正
し
い
歩
き
方
や
ス
ト

レ
ッ
チ
方
法
も
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
月
・
祝
︶
午
前

16

10

時
～
正
午
︵
開
講
式
︶
︑
�
月

日
～

21

月
�
日
の
土
曜
午
後
�
時
～
�
時

12︵

月
以
降
は
午
後
�
時
～
︶
︵
全

11

12

回
︶
※

月
�
日
︵
土
︶
は
そ
の
後

12

閉
講
式

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
の
お

お
む
ね

歳
以
上
の
方

人
︵
申
込

40

80

順
︶
▢費
�
︑
�
�
�
円
︵
保
険
料
込

み
︶
▢内



～

㎞
程
度
歩
き
ま
す

10

︵
初
回
・
最
終
回
は
講
演
あ
り
︶

▢師
講
演
：
宮
下
充
正
︵
東
京
大
学

名
誉
教
授
︶
︑
川
久
保
清
︵
共
立
女

子
大
学
教
授
︶

▢申
�
月
	
日
︵
月
︶
午
前
�
時
か

ら
健
康
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽
�
︱

�
︱

�
︶
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(


�
�
�
)
	
�
�
�

豊洲埠頭・ゆりかもめ駅・豊洲公園入場制限
東京湾大華火祭開催のため 8月10日(土)

豊洲埠頭の立ち入りを禁止

8／10(土)(荒天の場合は翌日)13：00(車
両は15：30)〜21：30豊洲交差点、晴海大橋、
有明北橋、木遣り橋から豊洲埠頭への立
ち入りを禁止します。また首都高速豊洲
出入口は15：00〜22：00の間閉鎖します
▢問 東京湾大華火祭実行委員会(中央区
役所地域振興課内)☎3546-5339

一部ゆりかもめ駅を閉鎖

8／10(土)(荒天の場合は翌日)13：00〜
22：30ゆりかもめ｢新豊洲駅｣｢市場前駅｣
の乗降および駅構内への入場を制限しま
す ▢問 東京湾大華火祭実行委員会(中央
区役所地域振興課内)☎3546-5339 ▢HP
http://www.city.chuo.lg.jp

豊洲公園の利用制限

8／10(土)は、東京湾大華火祭の会場使
用に伴い、豊洲公園一部の利用が制限さ
れます。公園内のじゃぶじゃぶ池・遊具
等は、大華火祭準備のため、8／9(金)〜11
(日)の終日と、8／12(月)の午前中は利用
できません ▢問 施設保全課水辺と緑の事
務所☎5683-5581
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